
インスタグラム

フェイスブック

ワカモノ記者の
取材の様子など
を公開中!

　活動をとおして知らなかっ
た前橋に出合えました。広瀬
川の取材では、周りの景観が、
変化を受け入れつつ多くの人
の思いで守られていることを
知りました。これを知れたの
は取材をしたからです。ただ、

取材にはエネルギーが必要。しかしそれによっ
て得られる醍

だい

醐
ご

味
み

は何物にも変えられません。

川田 和樹

　

メ
ン
バ
ー
は
取
材
や
月
１
回
程
度

の
編
集
会
議
に
参
加
し
、
広
報
紙
の

編
集
に
携
わ
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

事
前
に
養
成
講
座
も
開
催
。
文
章

の
書
き
方
や
写
真
撮
影
な
ど
の
基
本

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
取
材
に
は
職

員
が
同
行
。
編
集
な
ど
の
経
験
が
な

く
て
も
安
心
で
す
。
活
動
頻
度
や
内

容
な
ど
、
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

任
期
＝
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
３

月
31
日
㈫
ま
で

対
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市
内
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住
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勤
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在
学
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～
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で
、
４
月
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㈯
の
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議
に
参
加
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、10
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選
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そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
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ア

申
し
込
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＝
３
月
15
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㈭
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で
に
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送
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
生

の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
）・
電
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番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
応
募
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動
機
（
４
０
０
字
以
内
）
を
記
入
し
、

市
役
所
市
政
発
信
課
へ
。
ま
た
は

shiseihasshin@
city.m

aebashi.
gunm

a.jp

で

詳しくは
こちらから!

　第二期ワカモノ記者メンバーを募集。
広報まえばしで、市内のさまざまなモノ・コトを
若者目線で取材してみませんか。

市政発信課 ☎027‐898‐6642

2年間の活動を終えて
　平成28年度からスタートした、市民編集委員「ワカモノ記者」。第一期のメン
バーが２年間の任期を終えます。若者ならではの目線で、広報まえばしに新たな
風を吹かせてくれたワカモノ記者。今回は、活動を終えての感想を紹介します。

市民編集
のページ

市民が作る
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　普段生活していただけでは
気付かなかった新たな一面を
学ぶことが多々あり、毎回の
取材はとても刺激的でした。
また、取材した皆さんから前
橋に対する熱い思いを感じ、
郷土愛の強いまちだというこ

とを実感しています。そして何より、活動をと
おして私自身がもっと前橋を好きになりました。

馬持 沙織

前橋がもっと好きに

　初めての取材では、話を聞 
き、メモを取るのに精一杯で、
自分の力で取材から記事作成
まで行うことに難しさを感じ
ました。しかし、だんだんと
落ち着いて臨めるようになり
ました。取材をした私自身が

市の魅力に新たに気付くこともたくさんあり、
以前より郷土愛が一層強くなりました。

品川 亜衣

新たな発見がありました

取材で知った前橋の姿

　ワカモノ記者として活動す
る中で、前橋市の魅力、また
その魅力を支える人たちの思
いに触れてきました。取材を
とおして何気なく通り過ぎて
いたまちの見方が変わりまし
た。前橋市民として自信を持っ

てここに住むことができます。これからも前橋
の新しい魅力を発見していきたいです。

渡辺 楓

まちの見方が変わりました

　活動を重ね
るごとに前橋
のことを知り、
さらに知りた
いという思い
につながりま
した。自分が

活動することで、周りの人が広
報を読むようになったり、市政
に興味を持ってくれたりしたこ
とがうれしかったです。

遠藤 敦美

もっと知りたいと思うように
　活動中は常
に適度な緊張
感がありまし
た。その上で、
自分の言葉で
表現すること
にやりがいを

感じ、大きな充実感が得られま
した。私自身メンバーでありな
がら一読者としても、いつも広
報の発行が楽しみでした。

奥田 柳太郎

自分の言葉で表現できました
　活動中の編
集会議では、
メンバーの知
識の深さに驚
かされる部分
が多々ありま
した。企画提

案は難しいと感じることがあり
ましたが、「広報読んでいるよ」
という声をたくさんもらい、活
動の励みになりました。

桑原 利光

前橋に詳しくなりました

　広報を手にした人が、
改めて前橋の魅力を感
じることができるよう
な記事を目指して活動
に参加しました。読ん
でいてわくわくするよ
うな記事は、一人では

決して作れません。意見を出し合い、よ
り良いものを作ろうと協力できました。

船戸 春香

協力して記事作成できました
　自分の意見を伝える
ことや同世代の人の考
えを知ることは大きな
経験になりました。普
通に生活していただけ
では知れなかったこと
をたくさん学べました。

広報が、若者に限らず多くの人の情報
ツールとなれば良いなと感じます。

田端 芳紀

活動が大きな経験に
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